
［特集］
浜松市・豊橋市・飯田市合同企画

４万年の時を超えて
　～三遠南信遺跡めぐり～

鬼の面をつくって、前日は豆まきごっこ
当日は、練習どおりに鬼を退治した
その後、プレゼントを持った福の神が現れ
子どもたちは大喜び
（竜丘保育園）
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南信州

東三河

遠州

４
万
年
の
時
を
超
え
て

〜
三
遠
南
信
遺
跡
め
ぐ
り
〜

特
集

浜
松
市
・
豊
橋
市
・
飯
田
市
合
同
企
画

家形土器（浜松市  鳥居松遺跡出土）

棘葉形杏葉（豊橋市  馬越長火塚古墳出土）

眉庇付冑（飯田市  妙前大塚古墳出土）

問
い
合
わ
せ 

／ 

秘
書
課
　
広
報
広
聴
係
　
内
線 

２
１
２
５

静
岡
県
遠
州
地
域
、愛
知
県
東
三
河
地
域
、長
野
県
南
信
州
地
域
は
、日
本
列
島
の
中
心
に
位
置
し
て
古
代
か
ら

文
化
が
栄
え
つ
な
が
り
を
持
っ
て
き
た
地
域
で
す
。そ
の
つ
な
が
り
は
縄
文
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
遠
州
で
は
長
野
県
和
田
峠
産
の
黒
曜
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、三
遠
南
信
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
確
信
で
き
る
の
が
、弥
生
時
代
。

浜
松
市
天
竜
区
佐
久
間
町
に
あ
る
平
沢
遺
跡
で
は
、遠
州
、東
三
河
、南
信
州
の
土
器
が
そ
ろ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
落
で
は
、３
つ
の
地
域
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、古
墳
時
代
や
奈
良
時
代
に
な
る
と
、３
つ
の
地
域
の
交
流
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

遠
州
・
東
三
河
は
、東
海
道
で
結
ば
れ
る
尾
張
、駿
河
、相
模
な
ど
と
交
流
し
、南
信
州
は
東
山
道
で
結
ば
れ
る

美
濃
や
上
野（
群
馬
県
）な
ど
と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

悠
久
の
時
を
超
え
て…

再
び
三
遠
南
信
の
つ
な
が
り
が
復
活
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
祖
先
が
、何
を
考
え
、な
ぜ
遺
跡
を
作
っ
た
の
か
、当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

さ
あ
遺
跡
め
ぐ
り
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

お
よ
そ
４
万
年
前
に
日
本
列
島
に
人

類
が
住
む
よ
う
に
な
る

遠
州
の
浜
北
人
が
生
活
を
始
め
る

東
三
河
の
豊
川
で
駒
場
遺
跡
が
営
ま

れ
る

南
信
州
に
人
が
住
む
よ
う
に
な
る



　



遠
州
の
蜆
塚
遺
跡
に
貝
塚
が
つ
く
ら
れ
る

東
三
河
の
嵩
山
蛇
穴
遺
跡
が
営
ま
れ
る

南
信
州
で
い
く
つ
も
の
ム
ラ
が
形
成
さ

れ
る



遠
州
の
伊
場
遺
跡
に
環
濠
集
落
が
営

ま
れ
る

東
三
河
の
瓜
郷
遺
跡
で
稲
作
を
行
う

南
信
州
で
は
稲
作
と
畑
作
の
複
合
的

な
農
耕
が
行
わ
れ
る

卑
弥
呼
が
魏
に
使
節
を
遣
わ
す（
２
３
９
年
）



　



近
畿
地
方
を
中
心
に
古
墳
が
築
造

遠
州
の
三
方
原
台
地
に
赤
門
上
古
墳

が
築
造
さ
れ
る

東
三
河
に
最
古
の
方
墳
が
築
造
さ
れ
る

東
三
河
・
遠
州
に
前
方
後
方
墳
が
築
造

南
信
州
最
古
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
る

遠
州
に
首
長
墓
が
築
造
さ
れ
る



遠
州
、東
三
河
に
渡
来
人
の
墓
で
あ
る

積
石
塚
が
築
か
れ
る

遠
州
の
光
明
山
古
墳
が
築
造
さ
れ
る

南
信
州
の
塚
原
二
子
塚
古
墳
が
築
造

東
三
河
に
船
山
１
号
墳
が
築
造



　



各
地
域
で
古
墳
に
横
穴
式
石
室
が
普
及

聖
徳
太
子
摂
政
と
な
る（
５
９
３
年
）

東
三
河
の
馬
越
長
火
塚
古
墳
が
築
造



時代時代旧石器時代縄文時代弥生時代
古墳時代

前 期中 期後 期
旧石器時代縄文時代弥生時代

古墳時代

前 期中 期後 期

ＡＤ７００年 ＡＤ３００年 ＢＣ３００年 ＢＣ１３０００年

きょくようがたぎょうよう まごしな が ひ づ かこふ ん

い え が た ど き とりいまつ い せ き

まびさしつきかぶと みょうぜんおおつかこふん

す

せ

じ
ゃ

あ

な

か
ん
ご
う
し
ゅ
う
ら
く

う
り
ご
う

あ
か
も
ん
う
え

こ
う
み
ょ
う
さ
ん
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豊川

東名高速
道路

みかわ
いちのみや

とよかわ

豊川I.C
Ｊ
Ｒ
飯
田
線

馬越長火塚古墳

８１

Higashi
mikawa
Higashi
mikawa

馬越長火塚古墳

穂国の国造の墓

豊
橋
市
に
は
、７
４
０
基
も
の

古
墳
が
存
在
し
、県
内
最
多
の
数

を
誇
り
ま
す
。こ
れ
ほ
ど
多
く
の

古
墳
が
築
か
れ
た
の
は
、
当
時
の

豊
橋
市
付
近
が
経
済
的
に
豊
か

な
地
域
で
、
多
く
の
人
口
を
有

し
、
古
代
の
活
力
や
文
化
、
土
木

技
術
の
高
さ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
に
存
在
す
る
古
墳
の

約
９
割
は
、
古
墳
時
代
後
期
に

丘
陵
部
に
築
か
れ
た
群
集
墳
で
、

１０
ｍ
前
後
と
小
規
模
な
も
の
で

す
。６
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
は
、

東
三
河
を
代
表
す
る
前
方
後
円

墳
「
馬
越
長
火
塚
古
墳
」が
築
か

れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
衰
退
し

つ
つ
あ
っ
た
前
方
後
円
墳
が
、こ
の

東
三
河
で
築
か
れ
て
い
た
こ
と

は
、地
域
と
し
て
の
強
い
ま
と
ま
り

や
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
深
い
関
わ
り

が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、
馬
越
長
火
塚
古
墳

の
墳
丘
や
石
室
の
規
模
、副
葬
品

の
内
容
は
、
強
大
な
権
力
を
持
っ

て
い
た「
穂
国
」の
国
造
の
墓
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

馬越長火塚古墳（愛知県指定史跡）

「ふるさと再発見ツアー」のようす（石室内） 横穴式石室のようす

６世紀末頃に造られた全長約７０m、後円部の高さ６mの前方後円墳。横穴式
石室の奥行きは、１７.４mあり、大きな石材は、すべて白い石灰石が使われてい
る。石室からは、金銅装馬具（馬につけた装飾品）などの副葬品が多数出土し
ており、東海屈指の内容を誇る。

古
墳
と
い
う
と
、「
え
っ
、で
も
お
墓
で

し
ょ…

」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。い
え
い
え
、
古
墳
は
、

む
か
し
の
人
が
残
し
て
く
れ
た
「
文
化

遺
産
」
。政
治
や
文
化
、土
木
、色
々
な

情
報
を
古
墳
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

試
し
に
馬
越
長
火
塚
古
墳
の
横
穴

式
石
室
の
中
に
入
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

奥
壁
の
巨
石
や
緻
密
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
石
に
圧
倒
さ
れ
て
、
古
代
人
の
技

術
の
す
ご
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

馬
越
長
火
塚
古
墳
の
出
土
品
は
、

美
し
い
金
銅
装
馬
具
や
玉
、墓
前
で
盛

大
に
マ
ツ
リ
を
行
っ
た
と
き
に
使
っ
た
大

量
の
土
器
な
ど
、東
海
地
方
を
代
表
す

る
内
容
を
誇
り
ま
す
。
中
で
も
棘
葉
形

杏
葉
は
、と
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
、類
似
例
に
は
国
宝
や
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　古
墳
や
遺
跡
は
、
地
域
が
誇
る
文
化

財
。な
の
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の

が
残
念
で
す
。
宝
は
生
か
し
て
こ
そ
、
輝

く
も
の
で
す
。

（豊橋市美術博物館学芸員）

岩原　剛　さん

古
墳
は「
文
化
遺
産
」

出土品の展示

豊橋市美術博物館
豊橋市今橋町三番地－１ （豊橋公園内）
電話 ０５３２(５１)２８７９
※ＪＲ・名鉄「豊橋」駅前より市内電車乗車、
「豊橋公園前」下車、徒歩３分

開館時間／午前９時～午後５時（月曜日休館）
入館料／無料

ま      ごし   なが    ひ     づか

くにほの くにのみやつこ

こん　　ごう　　そう　　　ば　　　ぐ

豊橋市美術博物館詳細は
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EnsyuEnsyu

浜松市博物館詳細は

蜆塚遺跡

古代のパワースポットを訪ねて

浜
松
市
に
は
、
旧
石
器
時
代

か
ら
近
世
に
至
る
、
お
よ
そ
１
０

０
０
カ
所
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
遺
跡
に
つ
い
て
、

当
時
の
様
子
や
出
土
品
の
発
掘

調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
蜆
塚
遺
跡
は
、縄
文
時

代
後
期
か
ら
晩
期
（
お
よ
そ
３
０

０
０
年
前
）
の
国
指
定
史
跡
で

す
。
昭
和
３０
年
代
に
、
全
国
か
ら

来
た
学
者
や
学
生
、
地
元
の
高

校
生
や
市
民
が
協
力
し
て
発
掘

を
し
ま
し
た
。
静
岡
県
で
は
唯

一
、
原
始
時
代
の
貝
塚
の
風
景
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
復
元
さ
れ
て
い
る

５
基
の
住
居
は「
平
地
式
住
居
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
そ
の
内
２

基
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住

居
の
中
に
入
っ
て
目
を
閉
じ
て
み

る
と
、
縄
文
人
の
暮
ら
し
が
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

蜆塚遺跡（国指定史跡）

蜆
塚
遺
跡
の
貝
層
は
２
ｍ
く
ら
い
あ

り
、
一
番
上
と
一
番
下
の
層
で
は
、
お

よ
そ
１
０
０
０
年
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

狩
り
や
採
集
に
よ
る
生
活
で
定
住
の
必

要
の
な
い
縄
文
人
が
、１
０
０
０
年
間

も
同
じ
場
所
に
い
た
の
は
非
常
に
珍
し

い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
通
常
貝
塚
と
い
え
ば
海
の
近

く
で
す
が
、蜆
塚
は
海
抜
お
よ
そ
３０
ｍ
の

丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
丘
の

上
に
貝
殻
を
持
っ
て
き
て
い
た
こ
と
か

ら
、
蜆
塚
は
単
な
る
貝
の
ご
み
置
き
場

で
は
な
く
、
何
か
特
別
な
場
所
だ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
人
骨
や
獣
の
骨
な

ど
も
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
貝
塚
と

し
て
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、「
こ
の
世
の

中
に
ま
た
生
ま
れ
変
わ
っ
て
戻
っ
て
き
て

ほ
し
い
」と
い
う
祈
り
を
込
め
た
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
然
の
恵
み
を
受
け
、
自
然
と
共
に

暮
ら
し
て
き
た
縄
文
人
。
私
た
ち
も
現

代
の
生
活
の
中
で
、
彼
ら
を
見
習
う
こ

と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（浜松市博物館館長）

太田　好治　さん

縄
文
人
に
と
っ
て

　　特
別
な
地
〝
蜆
塚
〞

出土品の展示

浜松市博物館
浜松市中区蜆塚四丁目２２－１
電話 ０５３（４５６）２２０８
開館時間／午前９時～午後５時
　　　　　（月曜日休館）
料金／大人３００円、高校生１５０円
　　　※団体料金あり

しじみ　　づか

貝層

貝殻や動物の骨が積み重なった層。貝は大き
いものが多く、動物の骨もほとんどがオスの
成獣のもの。ヤマトシジミが多く見つかり、地
名のもとになった。

墓地

住居跡の近くで発見された墓地群。屈葬され
た人骨がおよそ３０体分埋葬されていた。抜歯の
風習や頭蓋骨損傷例、硬玉製大珠が着用され
たままの人骨なども発見された。

医療センター
市立高校

海の星高校

浜松北高校

浜松城公園

浜松市役所

銀行

信用金庫

浜松西高校

浜松西郵便局
商工会議所

東海道線

浜松駅

佐
鳴
湖

遠
州
鉄
道

１５２

２５７

浜浜松市博物館

蜆塚遺跡

４８

６２
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Minami
shinsyu
Minami
shinsyu

高岡１号古墳
塚原二子塚古墳
馬背塚古墳

前方後円墳の密集地

南
信
州
に
は
、長
野
県
全
体
の

約
半
数
に
あ
た
る
２４
基
の
前
方
後

円
墳
が
あ
り
ま
す
。前
方
後
円
墳

の
存
在
は
、当
地
方
が
、東
国
の
玄

関
口
と
し
て
ヤ
マ
ト
政
権
の
東
国

支
配
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
に
朝
鮮

半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
馬
が
多

数
飼
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、こ
の
地

の
古
墳
文
化
隆
盛
の
要
因
で
す
。

古
墳
の
周
囲
に
は
、
多
く
の
埋

葬
さ
れ
た
馬
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

鉄
製
の
甲
冑
・
刀
剣
類
や
金
銀
が

施
さ
れ
た
装
身
具
が
、
威
信
を
示

す
副
葬
品
と
し
て
古
墳
に
納
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、当
地
方
の
横
穴
式
石
室

の
形
を
み
る
と
、
朝
鮮
半
島
と
の

濃
密
な
関
係
を
伺
わ
せ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

塚原二子塚古墳（飯田市指定史跡）
５世紀後半に造られたと推定される前方後
円墳。全長７２m、前方部高さ６.５m、後円部
高さ６mを測る。周辺には、当古墳を主墳
として７基が形をのこす。天龍川や南アル
プスの雄大な景色を眺めることができる。

高岡１号古墳
（長野県指定史跡）

６世紀前半の古墳で、全長７６m、
前方部高さ７.４m、後円部高さ７.６
mを測る。南西に開口する横穴式
石室は、壁全体が赤く塗彩され
ている。

馬背塚古墳（長野県指定史跡）

6世紀前半から後半に造られたと推定される全
長４６ｍの前方後円墳。後円部と前方部の両方に
巨石を用いた横穴式石室がある。

（飯田市教育委員会 教育次長）

小林　正春　さん

出土品の展示

南
信
州
の
古
墳
の
特
徴
は
、
出
土

品
に
馬
具
が
多
い
こ
と
で
す
。
古
代
こ

こ
で
生
産
さ
れ
た
馬
が
、
中
央
政
権
の

あ
る
近
畿
地
方
へ
献
上
さ
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

馬
の
生
産
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
え

ら
れ
た
技
術
で
す
。
最
初
に
古
墳
に
葬

ら
れ
た
人
は
、
馬
の
生
産
技
術
を
伝
え

る
た
め
に
や
っ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。
高

岡
一
号
古
墳
と
同
じ
横
穴
石
室
は
、

朝
鮮
半
島
に
も
あ
り
ま
す
。

塚
原
二
子
塚
古
墳
に
は
、
信
濃
の

国
の
国
造
が
葬
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、
長
野
県
内
の
古
墳
の
分
布
か
ら

見
て
信
濃
の
国
の
中
心
勢
力
は
、５
世

紀
の
中
頃
に
県
内
の
北
か
ら
南
に
動
い

て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

古
墳
に
使
わ
れ
て
い
る
石
は
、
大
き

な
も
の
で
２０
ｔ
か
ら
３０
ｔ
で
す
。１
０
０
ｍ

位
の
古
墳
を
造
る
た
め
に
、今
の
お
金
で

お
よ
そ
３０
億
か
け
て
、１
〜
２
年
く
ら
い

で
築
造
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

馬
の
生
産
拠
点

　　　　　だっ
た
南
信
州

飯田市美術博物館
飯田市追手町２－６５５－７
電話 ０２６５（２２）８１１８
開館時間／午前９時３０分～
　　　　　午後４時３０分（月曜日休館）
※この他、飯田市考古博物館、
飯田市考古資料館にも展示しています。

飯田市美術博物館詳細は

ま せ づか

ま      せ     づか

つか    はら   ふた     ご     づか

★
★

★

高岡１号古墳

塚原二子塚古墳

馬背塚古墳

時又川路

天竜峡千代

鼎

飯田

下市田

元
善
光
寺

切石

●
飯田市役所

飯田山本I.C

天竜峡I.C

飯田I.C

153

153

151

中央自動車道

三
遠
南
信
自
動
車
道

天竜川256
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２月４日、飯田の和菓子を学ぶ（和
菓子づくり体験）

飯田工業高校跡利用プロジェクトなどの経過報告
調印式

２月11日、伝統野菜の保存継承と地域の食文化（千代ネギ調理実習）

１月２８日、南信州・飯田フィールドスタディなどを通
じて関係を深めた１８大学・大学院の研究者３３人が集
まり、飯田の評価や価値などを発表する公開セッショ
ンを行いました。当日は、市民など約１８０人を超える
参加者が、熱心に聴講しました。

市と県タクシー協会下伊那支部は、市が管理する
道路などで業務運航中に危険箇所等を見つけた場
合、市へ通報することの協定を結び、１月１７日に両者
による調印式が行われました。

２月４日と１１日に、飯田下伊那の高

等学校に通う高校生を対象とした講

座を市内の公民館で行いました。

この講座では、写真の他にも地域

の産業、技術、農産物などを題材と

した課題研究の発表、市長との交流

などを行い、３月１１日まで４回に渡って

開催する予定です。

今年度は、高校の課題研究に沿う

ように講座を組み立て、実際に体験

できる機会も取り入れました。地域に

愛着と誇りを持てる講座にしています。

ふるさとの魅力 再発見！

飯田大学連携会議「学輪ＩＩＤＡ」
知のネットワークへの挑戦

道路損傷等による危険箇所の
情報提供の協力に関する協定

事故の未然防止のために

飯田市公民館高校生講座
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「ふるさと生活体験ＩＮ遠山郷」を
発表した浜井場小

飯田車椅子バスケットボールクラブによるアトラクション

「遠山森林鉄道復活の活動」の発表

１月２２日、第１７回市民のつどい「いま輝いて人と
ひと」が飯田文化会館で行われました。
平成２３年度男女共同参画推進事業者等表彰を、医療
法人（社団）健和会と橋北まちづくり委員会が受賞しまし
た。そのほか、経済アナリストで獨協大学教授の森永卓
郎さんによる基調講演もありました。

「感謝のことば」・「標語」の表彰

１月２１日、キャリア教育推進フォーラ

ムを飯田人形劇場で行いました。「結い

ジュニアリーダー育成講座」に参加して

いる市内各中学校の代表生徒９人が、そ

れぞれの職場体験、農家宿泊体験など

について発表しました。司会・会場設

営・受付などの運営も、９人の生徒たち

が全面的に行ないました。

「わが家の結いタイム三行詩コンクー

ル」や「キャリア教育作文コンクール」の

作品の発表に加え、上田情報ビジネス

専門学校副校長の比田井和孝さんによ

る講演会も行いました。

認め合い ともに 歩もう

 ふるさと 働くこと 生きること
キャリア教育推進フォーラム

第１７回市民のつどい

2012.3.1［広報いいだ］7



訪
問
看
護
は
、
病
気
や
障
害

を
持
っ
た
人
が
住
み
慣
れ
た
地

域
や
ご
家
庭
で
、
そ
の
人
ら
し

く
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
訪
問
看
護
師
な
ど
が
生
活

の
場
へ
訪
問
し
療
養
生
活
を
支

援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
が
「
訪
問
看

護
が
必
要
」
と
認
め
た
全
て
の

方
が
対
象
で
す
。
介
護
保
険
・

医
療
保
険
の
該
当
者
が
利
用
で

き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
が
利
用
で
き
、
か
か

り
つ
け
医
か
ら
の
「
訪
問
看
護

指
示
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

訪
問
看
護
の
内
容
は
、
病
状

の
観
察
・
身
体
の
清
潔
や
排
泄

の
介
助
な
ど
療
養
上
の
お
世

話
・
医
師
の
指
示
に
よ
る
医
療

処
置
・
床
ず
れ
予
防
な
ど
で
す
。

ま
た
、
ご
家
族
な
ど
へ
の
介
護

支
援
・
療
養
相
談
な
ど
看
護
の

専
門
職
と
し
て
適
切
な
判
断
に

基
づ
い
た
ケ
ア
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
致
し
ま
す
。
医
師
や
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
）・
各
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
、
利
用
者
・

ご
家
族
が
安
心
し
て
豊
か
な
療

養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
や

調
整
を
致
し
ま
す
。

看
護
師
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
介
護
保
険
の

場
合
、
利
用
者
の
負
担
は
利
用

料
の
１
割
で
す
。「
要
支
援
１

〜
２
」
ま
た
は
「
要
介
護
１
〜

５
」
に
該
当
し
た
方
は
、
介
護

支
援
専
門
員
に
相
談
し
居
宅
サ

ー
ビ
ス
計
画
に
訪
問
看
護
を
組

み
入
れ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
医
療
保
険
で
は
、
利
用

者
の
負
担
は
、
保
険
証
の
一
部

負
担
金
の
割
合
に
な
り
ま
す
。

飯
田
市
に
は
、
６
ヶ
所
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。
訪
問
看
護
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
各

病
院
の
相
談
窓
口
兼
退
院
支
援

担
当
者
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
・
看
護
師
）・
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
介
護
保
険
を
利

用
し
て
い
る
方
は
担
当
介
護
支

援
専
門
員
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

訪問看護ステーション  訪問看護師

平沢  ま ゆみ  

訪
問
看
護
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か

市 

長

　牧
野
光
朗

そ
の 

86

食
育
か
ら
地
域
を
考
え
る

　先
日
、
全
国
市
長
会
の
推

薦
で
委
員
に
就
任
し
た
国
の

食
育
推
進
評
価
専
門
委
員
会

に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
、
昨
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
「
第
２
次
食
育

推
進
基
本
計
画
」
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
た
め

①
生
涯
に
わ
た
る
ラ
イ
フ
ス

　テ
ー
ジ
に
応
じ
た
食
育 

②
生
活
習
慣
病
の
予
防
お
よ

　び
改
善
に
つ
な
が
る
食
育 

③
家
庭
に
お
け
る
共
食
を
通

　じ
た
子
ど
も
へ
の
食
育

を
重
点
課
題
に
、
実
施
し
た

施
策
の
評
価
と
推
進
方
策
を

審
議
す
る
も
の
で
す
。

　自
治
体
の
立
場
で
参
加
し

て
い
る
の
は
当
市
だ
け
な
の

で
、「
四
季
の
朝
食
レ
シ
ピ
」

や
「
飯
田
の
食
ご
よ
み
」
、

「
朝
食
カ
ー
ド
」
な
ど
の
具

体
的
取
組
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
大
変
興
味
深
く
聞
い
て

も
ら
え
ま
し
た
。

　あ
る
委
員
さ
ん
か
ら
は

「
飯
田
の
小
中
学
校
の
給
食

率
は
１
０
０
%
か
？
」
と
の

質
問
を
頂
き
、
全
国
に
は
食

育
推
進
を
給
食
率
の
向
上
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

地
域
も
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　そ
う
言
え
ば
、「
地
元
学
」

を
提
唱
し
つ
つ
水
俣
市
の
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ら

れ
た
吉
本
哲
郎
さ
ん
が
、
か

つ
て
私
に
「
公
害
に
悩
ま
さ

れ
た
当
地
の
問
題
を
突
き
詰

め
て
い
っ
た
ら
、
自
分
た
ち

の
食
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

に
行
き
当
た
っ
た
。」
と
語
っ

て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　当
委
員
会
へ
の
参
加
に
よ

り
、
当
市
に
お
い
て
も
食
育

の
果
た
す
役
割
が
更
に
広
が

る
手
応
え
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。
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将来の夢

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

先月の松澤祥人 さん（鼎）からのリレー

き
た
は
ら

い
ち
と
く

北
原
市
督
さ
ん
（
上
郷
）

り
ん
ご
並
木
の
妖
精
「
ぽ
ぉ
」
は
２
０
０

８
年
の
２
月
に
誕
生
し
て
４
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

日
本
中
に
は
こ
ん
な
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
が

千
体
以
上
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
創
る

の
は
た
や
す
い
け
れ
ど
千
体
の
中
で
目
立

つ
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
の
は
大
変
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ぽ
ぉ
は
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
す
が
、
今
は
フ
ェ
ス
タ
の
枠
を
超

え
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
や
、
県
や

市
の
観
光
課
等
か
ら
要
請
を
請
け
て
県

外
へ
の
行
脚
と
い
っ
た
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
ぽ
ぉ
は
フ
ェ
ス
タ
メ
ン
バ
ー
だ
け
で

は
運
用
し
き
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
「
ぽ
ぉ
隊
」
を
結
成
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い
た
だ

き
、Ｐ
Ｒ
効
果
の
高
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
選

ん
で
出
動
し
て
い
る
の
で
す
。

ごとう たける

後藤 武琉 くん
（座光寺小６年）

ぼくの将来の夢は、農家になることで

す。ぼくは前に、おばあちゃんの干し柿の

手伝いをしました。とても楽しくできて、

来年もやる気になりました。この調子な

ら、いつまでもできると思い、将来の夢に

なりました。ぼくは、立派な農家になるた

めに、これからもおばあちゃんの家へ行く

時には、手伝いをします。

おばあちゃんの田畑を継ぐ人は、誰もいないから、絶対に農

家になりたいです。おばあちゃんにこれからも教えてもらっ

て、たくさんの野菜を育てたいです。

松尾地区まちづくり委員会は、平成１４年度に

策定した松尾地区基本構想「やらまいか松尾」

に基づき、「自分たちのまちは自分の手で」「地

域の子どもは地域で育てる」を合言葉に活動を

行っています。特に、「地域の子どもは地域で育

てる」ため、地域と学校が一体となって将来を担

う子どもたちの健全な成育に務めています。

今、特に力を入れているのは、「学校支援ボラ

ンティア」と「まけるな農園」の取り組みです。「学

校支援ボランティア」は、地域におられる専門的

な知識や技術をお持ちの方にボランティアとし

て登録していただき、松尾小学校が行うクラブ

活動に教師と一緒になって講師を務めるもので

す。平成２１年度からスタートして３年が経過しま

したが、毎年４０名近いボランティアの方に登録

いただき、年５回のクラブ活動を行っていただい

ています。今後はさらに内容を充実させ、中学校

へも活動を広めて行きたいと考えています。

もう一つの「まけるな農園」は、平成２２年から

親子を対象に、公民館と農業委員、ＪＡなどが連

携し、地区内の遊休農地を借用して、一連の農

業体験と収穫物を利用した調理実習を行って

います。目的はこの体験から自然への関心を高

め、食べ物を大切にする心を養うことです。今年

度は総勢約７０名の皆さんが参加しましたが、今

後も親子の絆を深めていけるような内容を行え

たらと考えています。

将来の松尾を、飯田市を、そして日本を担う

子どもたちの健やかな成長を願い、今後も「地域

の子どもは地域で育てる」ための活動に取り組

んでまいります。

松尾地区まちづくり委員会

子どもは、地域の宝

松尾地区の人口　（平成２３年１０月現在）

男　６,０３２人／女　６,６３８人／合計　１２,６７０人
世帯数　４,６３７戸　　高齢化率 ２２.６％

「まけるな農園」作業様子
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住
所
変
更
を
す
る
場
合
は

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　住
民
票
は
そ
の
人
の
居
住
関

係
を
記
録
し
、
こ
れ
を
証
明
す

る
と
と
も
に
、
保
健
や
年
金
、

福
祉
、
教
育
、
選
挙
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
事
務
の
基
礎
と
な

る
大
切
な
も
の
で
す
。

　進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で

住
所
が
変
更
に
な
る
場
合
に

は
、
速
や
か
に
転
出
の
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　届
け
出
後
に
転
出
証
明
書
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
新
住
所

地
の
市
町
村
に
持
参
し
て
転
入

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
届
け
出
の
際
に
は
、

窓
口
で
来
庁
さ
れ
た
方
の
本
人

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
顔
写

真
付
の
公
的
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住

基
カ
ー
ド
な
ど
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

廃
車
、
名
義
変
更
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。　自

動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
を
譲

り
渡
し
た
場
合
は
名
義
を
変
更

す
る
手
続
き
が
、
廃
棄
処
分
な

ど
を
行
っ
た
場
合
は
廃
車
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課
税

　制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

▼
届
け
出
の
窓
口

○
市
民
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

　タ
ー

・
月
曜
～
金
曜
日

　午
前
８
時
３０
分
～

　午
後
５
時
１５
分

○
り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー

　ナ
ー

・
月
曜
～
金
曜
日

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
７
時

・
土
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
７
時

▼
問
い
合
わ
せ

　市
民
課

　市
民
窓
口
係

　内
線
５
４
１
２

　４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
が 

　そ
の
年
度
分
の
税
金
を
全
額

　納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
手
続
窓
口

○
軽
自
動
車
、
排
気
量
１
２
５  

　ｃ
ｃ
を
越
え
る
バ
イ
ク

・
長
野
運
輸
支
局
松
本
自
動
車

　検
査
登
録
事
務
所

・
軽
自
動
車
協
会
松
本
出
張
所

※
自
家
用
自
動
車
協
会
や
自
動

　車
販
売
店
で
も
代
行
手
続
き

　が
で
き
ま
す
。

○
原
付
バ
イ
ク
や
農
耕
車
な
ど

　の
小
型
特
殊
自
動
車

・
税
務
課

・
上
村
・
南
信
濃
自
治
振
興
セ

　ン
タ
ー

※
そ
の
他
の
自
治
振
興
セ
ン
タ

　ー
（
橋
北
、
橋
南
、
羽
場
、

　丸
山
、
東
野
地
区
除
く
）
で

　は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

　持
参
し
て
の
廃
車
手
続
き
の

　み
取
り
扱
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　税
務
課

　諸
税
係

　内
線
５
１
４
３
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朗
読
奉
仕
の
会
「
声
の
輪
」

３０
周
年
記
念
朗
読
会

　中
央
図
書
館
で
、
録
音
図
書

を
製
作
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

外
国
人
の
方
の
住
民
登

録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　住
民
基
本
台
帳
法
な
ど
の
法

律
の
改
正
に
よ
り
、
外
国
人
の

方
の
住
民
登
録
制
度
が
変
わ
り

ま
す
。

　詳
細
な
情
報
は
組
合
回
覧
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
新
制
度
開
始
日

　７
月
９
日
㈪

▼
主
な
改
正
点

①
外
国
人
の
方
に
も
住
民
票
の

　写
し
の
発
行
が
可
能
と
な
り

　ま
す
。

②
従
来
の
外
国
人
登
録
証
明
書

　に
替
わ
り
、
在
留
資
格
に
応

　じ
て
「
在
留
カ
ー
ド
」
ま
た

　は
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」

　が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
他
の
自
治
体
へ
住
所
を
移
す

　と
き
は
、
外
国
人
住
民
の
方

　も
転
出
届
が
必
要
と
な
り
ま

　す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　市
民
課

　住
民
記
録
係

　内
線
５
４
１
７

ル
ー
プ
「
声
の
輪
」
の
活
動
３０

周
年
を
記
念
し
て
朗
読
会
「
声

の
輪

　い
ま
、
こ
こ
か
ら
」
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　３
月
１１
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
会
場

　

　中
央
図
書
館
研
修
室

▼
内
容

○
会
員
に
よ
る
飯
田
の
民
話
や

　文
学
作
品
朗
読

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岩
井
正
ア
ナ
ウ
ン
サ

　ー
に
よ
る
朗
読

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５(

２
２)

０
７
０
６



２０１２.３.１［広報いいだ］15



［広報いいだ］２０１２.３.１ 16

飯
伊
地
区
医
療
職

合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
共
催

　飯
田
医
師
会
、
飯
田

　下
伊
那
歯
科
医
師
会
、
飯
田

　下
伊
那
薬
剤
師
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

０
２
６
５(

２
３)

３
６
３
６

 

ち 

い
き 

こ
う 

る 

か
ん

私
立
高
等
学
校
に

進
学
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　私
立
高
等
学
校
（
専
修
学
校

の
高
等
課
程
を
含
む
）
に
通
う

皆
さ
ん
の
就
学
を
支
援
す
る
た

め
に
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
」が
国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　一
人
当
た
り
の
支
給
金
額
は

年
額
１１
万
８
８
０
０
円
で
、
学

校
が
代
理
受
領
し
、
皆
さ
ん
の

授
業
料
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　な
お
、
支
給
金
額
は
保
護
者

の
市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
り

最
大
２３
万
７
６
０
０
円
ま
で
加

算
さ
れ
ま
す
。

　受
給
に
当
た
っ
て
は
、
入
学

時
に
学
校
か
ら
申
請
書
用
紙
が

配
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
学
校
が
指
定
す

る
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

　長
野
県
庁

　情
報
公
開
・
私

　学
課

　私
学
係

０
２
６（
２
３
５
）７
０
５
８

　平
成
２５
年
度
に
医
師
や
看
護

職
な
ど
医
療
関
係
職
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
方
の
た
め
、
飯
伊

地
区
の
求
人
を
予
定
し
て
い
る

医
療
機
関
の
人
事
担
当
者
を
一

堂
に
会
し
た
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
研
修
医
や
現
職
看
護
師

か
ら
、
就
職
す
る
ま
で
の
体
験

を
お
聞
き
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ま
す
。
ほ
か
に
も
健
康
チ

ェ
ッ
ク
や
談
話
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

○
医
師
や
看
護
職
な
ど
医
療
関

　係
職
を
希
望
す
る
学
生
お
よ

　び
そ
の
保
護
者

○
医
療
機
関
へ
の
就
職
に
関
心

　の
あ
る
中
高
生
お
よ
び
そ
の

　保
護
者

○
医
療
機
関
へ
の
復
職
希
望
者

▼
日
時

　

　４
月
２８
日
㈯

　午
後
２
時
～
４
時

▼
会
場

　飯
田
女
子
短
期
大
学

　地
域
響
流
館

　（
松
尾
代
田
６
１
０
）

０
２
６
５
（
２
２
）
４
４
６

▼
参
加
費

　無
料
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シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者

特
別
給
付
金

　シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑
留
さ
れ

た
方
へ
特
別
給
付
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
平
和
祈
年
事
業

特
別
基
金
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を

お
送
り
し
ま
す
。

▼
対
象

　平
成
２２
年
６
月
１６
日

　に
ご
存
命
で
、
日
本
国
籍
を

　有
す
る
方

※
同
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た

　方
は
相
続
人
が
請
求
で
き
ま

　す
。

▼
請
求
期
限

　３
月
３１
日
㈯
（
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

　業
特
別
基
金

　事
業
部
特
別

　給
付
金
認
定
担
当

０
５
７
０(

０
５
９)

２
０
４

　Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

０
３(

５
８
６
０)

２
７
４
８

○
受
付
時
間

　平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　た
だ
し
３
月
３１
日
㈯
は
受
け

　付
け
ま
す
。

美
術
博
物
館

　監
視
員

　平
成
２４
年
４
月
１
日
採
用
の

美
術
博
物
館
監
視
員
（
臨
時
職

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　２
人

▼
応
募
資
格

　

　美
術
・
歴
史
な
ど
に
興
味
を

　お
持
ち
の
方

▼
勤
務
内
容

　展
示
室
で
の
監
視
業
務

▼
採
用
予
定
日

　

　４
月
１
日
㈰

▼
勤
務
時
間

　半
日
勤
務

○
午
前
９
時
１５
分
～

　午
後
１
時
１５
分

○
午
後
１
時
～
５
時

▼
勤
務
日
数

　１
カ
月
４
日
～
１８
日
程
度

　（
展
覧
会
の
内
容
に
よ
る
）

※
土
・
日
、
祝
日
の
勤
務
が
あ

　り
ま
す
。

▼
賃
金

　半
日
２
７
７
６
円

　（
通
勤
手
当
あ
り
）

▼
試
験
内
容

　面
接

▼
申
込
締
切

　

　３
月
２０
日
㈷
（
必
着
）

▼
申
込
方
法

　市
販
の
履
歴
書

　に
写
真
を
貼
付
し
て
提
出
し

　て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５

－

０
０
３
４

　追
手
町
２

－

６
５
５

－

７

　美
術
術
博
物
館

２
０
６
５(

２
２)

８
１
１
８

農
作
業
で
健
康
づ
く
り
！

「
農
愉
快
」
参
加
者

　野
菜
づ
く
り
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
行
う

「
農
愉
快
」
事
業
へ
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

　で
、
健
康
づ
く
り
や
農
作
業

　に
関
心
を
お
持
ち
の
方

▼
活
動
期
間

　年
間
２０
回
程
度
を
予
定

○
第
１
回

　４
月
２０
日
㈮

　ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け

　（
７
月
収
穫
予
定
）

▼
場
所

　

　鼎
中
平
地
籍
の
圃
場

▼
参
加
費

　

　茶
菓
子
代
程
度

▼
募
集
人
数

　１５
人
程
度

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　４
月
４
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　介
護
高
齢
課
基
幹
包
括
支
援

　セ
ン
タ
ー

０
２
６
５(

５
６)

１
５
８
７

図
書
館
ま
つ
り
実
行
委
員

　読
書
の
輪
を
広
げ
、
図
書
館

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
と
い
う
目
的
で
毎
年
行
っ
て

い
る
「
図
書
館
ま
つ
り
」
の
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容

　

　図
書
館
ま
つ
り
（
映
画
会
・

　講
演
会
・
読
書
会
・
作
品
展

　示
な
ど
）
の
企
画
、
広
報
、

　運
営
な
ど
。

　月
１
回
程
度
、
土
曜
日
も
し

　く
は
日
曜
日
に
開
催
す
る
実

　行
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た

　だ
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

　本
や
図
書
館
が
好
き
な
方

▼
募
集
期
間

　

　３
月
１
日
㈭
～
４
月
１３
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５(

２
２)

０
７
０
６

０
２
６
５(

２
２)

０
２
３
５
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　こ
の
講
座
は
聴
覚
障
害
、
聴

覚
障
害
者
の
生
活
や
関
連
す
る

福
祉
制
度
な
ど
に
つ
い
て
理
解

と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
に
必

要
な
手
話
語
い
お
よ
び
手
話
表

現
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

手
話
の
学
習
経
験
が
な
い

方
、
ま
た
は
学
習
経
験
が
２

年
程
度
ま
で
の
方
で
全
課
程

受
講
で
き
る
方

▼
日
時

　４
月
１２
日
㈭
～
平
成
２５
年
３

　月
２１
日
㈭
の
毎
週
木
曜
日

　午
後
７
時
～
９
時

※
年
数
回
、
他
の
曜
日
に
行
う

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　（
東
栄
町
）

▼
内
容

　手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入

　門
・
基
礎
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　に
基
づ
く
約
８０
時
間
の
講
座

▼
受
講
料

　

　８
０
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
含
）

▼
定
員

　２０
人
程
度

▼
申
込
方
法

　住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
手
話

　学
習
経
験
の
有
無
、
受
講
動

　機
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
の
可
否
は
後
日
郵
送
で

　お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　３
月
１５
日
㈭
～
３１
日
㈯

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

　課
内

　飯
田
手
話
普
及
委
員

　会
事
務
局

　

０
２
６
５(

５
３)

０
４
１
２

０
２
６
５(

５
３)

０
４
７
４

高
齢
者
向
け
書
道
教
室

　書
道
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
書
道
展
の
開
催
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　６０
歳
以
上
の
方

▼
日
時

　４
月
～
平
成
２５
年
３

　月
の
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

○
初
回

　４
月
２
日
㈪

※
希
望
者
は
翌
年
も
継
続
し
て

　ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　（
東
栄
町
）

▼
会
費

　１
０
０
０
円
／
月

▼
募
集
定
員

　１０
人

▼
申
込
締
切

　３
月
２１
日
㈬

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　介
護
高
齢
課
基
幹
包
括
支
援

　セ
ン
タ
ー

０
２
６
５(

５
６)

１
５
８
７

録
音
図
書
制
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
な
ど

に
貸
し
出
し
を
す
る
録
音
図
書

（
デ
イ
ジ
ー
図
書
）
作
成
の
た

め
、
朗
読
や
校
正
の
知
識
、
技

術
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象

　全
１２
回
の
講
座
に
参
加
で
き

　て
、
講
座
終
了
後
に
ご
自
宅

　で
録
音
が
で
き
る
方

▼
日
時

　４
月
～
平
成
２５
年
３
月
の
毎

　月
第
３
水
曜
日
（
全
１２
回
）

　午
前
中
開
催

　

▼
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

　

▼
内
容

　録
音
図
書
作
成
に
関
す
る
、

　朗
読
・
機
器
操
作
な
ど
の
勉

　強
会

　

▼
申
込
締
切

　４
月
１５
日
㈰

　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５(

２
２)

０
７
０
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

特
別
学
習
教
室

　学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ

か
り
復
習
す
る
こ
と
で
、
わ
か

る
・
自
信
が
わ
い
て
く
る
・
楽

し
い
学
習
が
で
き
ま
す
。

　特
別
学
習
教
室
で
は
、
繰
り

返
し
学
習
す
る
こ
と
で
、
す
で

に
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
確
か
な

も
の
に
し
ま
す
。

　教
職
を
退
い
た
指
導
経
験
豊

か
な
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
一

人
一
人
の
力
に
合
わ
せ
寄
り
添

っ
た
指
導
を
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
・
日
時
・
学
習
内
容

　

　下
表

▼
場
所

　シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

　ラ
ザ
（
上
郷
自
治
振
興
セ
ン

　タ
ー
隣
）

▼
費
用

　１
時
間
あ
た
り
１
２
６
０
円

　（
教
材
費
込
み
）

※
１
カ
月
ご
と
後
払
い

▼
申
込
期
間

　３
月
１
日
㈭
～
３０
日
㈮

▼
懇
談
会

　申
込
締
切
後
、
保
護
者
の
皆

　さ
ん
と
指
導
者
の
懇
談
会
を

　行
い
、
詳
し
い
打
ち
合
わ
せ

　を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
時

　４
月
１
日
㈰

　午
後
３
時
３０
分
～

○
場
所

　シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
鼎
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

０
２
６
５(

２
２)

８
６
９
０
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飯田市からのお知らせ、地域
からのお知らせ、お悔やみ情報、
リサイクルステーション、休日当
番医、緊急情報など、生活に役
立つ情報をお届けしています。

決定

上 下 左 右リモコンの　　　　　　　　ボタンで

画面表示の情報メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

決定

上 下 左 右

■問い合わせ
秘書課  情報システム係  内線２２２８

ケーブルテレビの
デジタル１２チャンネルで
放送中!!

ご 利 用 方 法

ゆい
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桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
環
境
学
習
講
座

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
は
毎
月
環
境
学
習
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　３
月
の
講
座
を
ご
案
内
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
兼
ね

て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ

　「
環
境
わ
く
わ
く
体
験
講
座
」

　ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
古
新
聞
は

　な
に
に
変
身
？
―
リ
サ
イ
ク

　ル
工
場
を
見
て
み
よ
う

▼
日
時

　

　３
月
２４
日
㈯

　

　午
後
１
時
～
３
時

▼
会
場

　

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　会
議
室
（
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ

　ン
タ
ー
隣
接
）
と
リ
サ
イ
ク

　ル
工
場

▼
内
容

　講
演
と
リ
サ
イ
ク
ル

　工
場
の
見
学

▼
講
師

　

　林
直
幸
さ
ん

　（
市
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
参
加
費

　無
料

　

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　

　３
月
１６
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　南
信
州
広
域
連
合

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５(

２
６)

１
０
５
０

０
２
６
５(

２
６)

１
０
５
１

美
術
博
物
館
の
文
化
講
座

　ヤ
マ
ト
政
権
下
に
お
け
る
伊

那
谷
の
古
墳
時
代
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
座
で
す
。

　ヤ
マ
ト
政
権
に
よ
る
中
央
集

権
に
お
い
て
、
伊
那
谷
が
担
っ

た
東
国
経
営
の
拠
点
と
し
て
の

姿
を
探
り
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　ヤ
マ
ト
政
権
下
に
お
け
る
伊

　那
谷
の
古
墳
時
代
―
馬
生
産

　が
地
域
を
変
え
た
背
景
―

▼
日
時

　

　３
月
２０
日
㈷ 

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　

　小
林
正
春

　（
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５(

２
２)

８
１
１
８

料
理
教
室
お
い
し
い
輪
！

　障
害
者
の
方
と
そ
れ
を
支
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
協
力

し
て
料
理
を
つ
く
り
交
流
を
は

か
り
ま
す
。

▼
対
象

　障
害
を
お
持
ち
の
方

　で
調
理
実
習
が
で
き
る
方

▼
日
時
︵
期
間
︶

　４
月
か
ら
１
年
間

　（
月
１
回
）

　午
前
１０
時
～
午
後
１
時

○
第
１
教
室

　

　毎
月
第
２
水
曜
日

○
第
２
教
室

　毎
月
第
３
火
曜
日

　
　

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
３

　階
調
理
実
習
室
（
東
栄
町
）

▼
定
員

　

　各
教
室
１０
人

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

　

▼
参
加
費

　材
料
費
実
費

▼
申
込
締
切

　３
月
３０
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
１
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行
政
書
士
会

無
料
電
話
相
談

　長
野
県
行
政
書
士
会
で
は
、

相
続
・
遺
言
の
手
続
、
日
常
生

活
に
お
け
る
各
種
契
約
書
な
ど

に
関
し
、
電
話
に
よ
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　３
月
２１
日
㈬

　午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
３
時

▼
相
談
内
容

　各
種
許
認
可
申
請
手
続
、
相

　続
遺
言
の
手
続
、
各
種
契
約

　書
、
権
利
義
務
関
係
な
ど
の

　手
続
、
成
年
後
見
な
ど
日
常

　生
活
に
お
け
る
諸
手
続

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
行
政
書
士
会

０
２
６(

２
２
４)

１
３
０
０

考
古
博
物
館
「
古
代
の
お

金
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」

　上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
飯

田
市
や
高
森
町
で
み
つ
か
っ
た

古
代
の
お
金
「
富
夲
銭
」
の
レ

プ
リ
カ
を
つ
く
り
ま
す
。
金
属

を
溶
か
し
て
お
金
の
型
に
入

れ
、
固
ま
っ
た
ら
取
り
出
し
て

み
が
き
ま
す
。

▼
日
時

　３
月
２０
日
㈷

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館

▼
参
加
費

○
小
中
学
生

　
　３
０
０
円

○
高
校
生
以
上

　４
０
０
円

　（
材
料
費
・
入
館
料
他
）

▼
定
員

　３０
人

　（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み

　

　住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　番
号
を
明
記
の
上
、
往
復
ハ

　ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

　申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　３
月
１３
日
㈫
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
０
０
０
３

　上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５(

５
３)

３
７
５
５

kou
ko@

iida-m
u
seu
m
.org
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